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献①）。カンナとヤフェは「お手本？あるいは厄介者？」
という刺激的なタイトルで、研究サーベイをもとに発
展途上国のビジネスグループの多様性を明らかにした。
発展途上国のビジネスグループの多くは、家族が所有
経営支配するファミリービジネスである。彼らはビジ
ネスグループの形成、存続、進化を途上国の制度環境
への適応と捉え、国、時期、グループ個別の事情によ
り、未発展な制度を補完するお手本となることも、レ
ントシーキングや独占力によって厄介者となることも
あると説いた（参考文献②）。発展途上国のビジネス
グループ研究の集大成としては、チョルパンらが編集
したハンドブックを挙げることができる。同書は発展
途上国のビジネスグループを国別に分析した国別編と、
ビジネスグループに共通する特徴を理論的に分析した
理論編の2部から構成され、1990年代から2000年代に
興隆したビジネスグループ研究の主要な論点を網羅し
たものだった（参考文献③）。
●ラテンアメリカのファミリービジネス研究にむ
けたスペイン発の新しい動き
1990年代、2000年代のビジネスグループ研究を主導
したのは、主に先進国の経済学者、経営学者、法学者
だった。ラテンアメリカに関する研究であっても、ラ
テンアメリカで研究する研究者によるものは意外と少
ない。あったとしても公開資料を用いた経営学者によ
る紋切り型の経営分析が多い。つまり、ファミリービ
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ラテンアメリカのファミリービジネスは財団活動に熱心だ。
カルロス・スリム財団が運営するソウマヤ美術館
（メキシコシティにて筆者撮影）
